
徒
然
草

「身
を
守
る
に
ま
ど
し
」
の
典
拠
を
め
ぐ

っ
て

―

漢
籍
古
注
釈
の
注
文
の
受
容

―

一

徒
然
草
第
二
十
八
段

「名
利
に
つ
か
は
れ
て
」
の
段
は
、
名
利
を

求
め
る
心
の
非
を
説
く
思
想
を
述
べ
て
い
る
。
第
二
文
以
下
の
段
落

を
記
そ
う
。財
お
ほ
け
れ
ば
身
を
守
る
に
ま
ど
し
。
害
を
か
ひ
霜
ひを

ま
ね
く
な
か
だ
ち
な
り
。
身
の
の
ち
に
は
、
金

を
し
て
北
斗

を
さ
さ
ふ
と
も
、
人
の
た
め
に
ぞ
わ
づ
ら
は
る
べ
き
。
を
ろ
か

な
る
人
の
目
を
よ
ろ
こ
ば
し
む
る
た
の
し
み
、
ま
た
あ
ぢ
き
な

し
。
大
な
る
車
、
肥
た
る
馬
、
金
玉
の
か
ざ
り
も
、
こ
こ
ろ
あ

ら
ん
人
は
、
う
た
て
を
ろ
か
な
り
と
ぞ
見
る
べ
き
。
鏑
“は
山

に
す
て
、
玉
は
測
に
な
ぐ
べ
し
。
利
に
ま
ど
ふ
は
す
ぐ
れ
て
を

ろ
か
な
る
人
也
。

こ
の

「財
お
ほ
け
れ
ば
」
の
文
に
、
文
体
と
思
想
か
ら
見
て
、
何

か
漢
籍
の
典
拠
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
明
ら
か
に
な

っ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
ま
と
し
」
が
常
縁
本
に

「
ま
と

ふ
」
と
あ
り
、
典
拠
次
第
で
は
そ
れ
が
本
文
優
劣
の

一
材
料
に
な
る

と
い
う
問
題
が
こ
こ
に
隠
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
筆
者
の
想
起
す
る
の
は
、
『
天
草
版
金
句
集
』
に
あ
る
出

典
未
詳
と
さ
れ
る
第

一
九
二
則
で
あ
る
。

多
財
ハ
ソ
ノ
守
身
ヲ
失
シ
、
多
学
ハ
キ
ク
ト
コ
ロ
エ
惑
ウ
。

「守
心
ヲ
失
シ
」
は
吉
田
澄
夫
氏
の
翻
字

（『天
草
版
金
句
集
の
研

究
』
、
東
洋
文
庫
、
昭
和

一
三
年
初
版
）
で
あ
る
が
、
福
島
邦
道
氏
に
よ

り
、
左
の
二
例
を
根
拠
と
し
て

「守
身
」
と
訂
正
せ
ら
れ
た
。

た
か
ら
お
氏
け
れ
ば
身
を
が
い
し
、
名
た
か
け
れ
ば
、
し
ん
を

が
い
す
と
も
い
へ
り
。
（わ
ら
ん
べ
草
、
岩
波
文
庫
　
一
七
八
ペ
ー

ジ
）
き
み
は
か
の
大
聖
老
子
の
言
葉
を
し
ろ
し
め
さ
れ
ず
や
。
…
又

た
か
ら
を
よ
き
と
き
は
身
を
ま
も
る
に
う
と
し
。
（竹
齋
狂
歌
物

員F
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証口　
岩
波
文
庫
二
①
ニ
ベ
ー
ジ
）

ま
た

「
す
こ
し
似
て
い
る
」
と
し
て
左
例
も
挙
げ
ら
れ
た
。

老
子
の
曰
く
、
欲
多
け
れ
ば
身
を
損
ひ
、
宝
多
け
れ
ば
身
を
煩

は
す
と
言
へ
り
。
（浮
世
物
語
　
日
本
古
典
文
学
大
系
　
一言
一七
ペ
ー

ジ
）

こ
こ
に
、
類
想
と
い
う
よ
り
、
同

一
句
が
伝
承
の
間
に
異
な
る
形

と
な

っ
た
も
の
と
見
え
る
諸
例
が
示
さ
れ
、
二
種
に

「老
子
」
の
言

と
す
る
の
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
『
わ
ら
ん
べ
草
』
と
同
文
で
は
、

古
人
云
、
財
多
レ
バ
身
ヲ
害
シ
、
名
一向
ケ
レ
バ
神
フ
害
ス
、
ト

一五
へ
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
沙
石
集
、
党
舜
本
第
十
本

（七
に
も
）

こ
の
所
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（安
良
岡
康
作

『徒
然
草
全
注
釈
し
。

右
の

「老
子
」
は

『老
子
道
徳
経
』
益
謙
第
二
十
二
の
河
上
公
注

で
あ
ろ
う
。

多
則
惑
　
（じ

財
多
者
惑
於
守
身
、
学
多
者
惑
於
所
聞
。
（財

多
キ
ト
キ
ン
バ
、
身
を
守
ル
に
惑
フ
。
学
多
キ
ト
キ
ン
バ
、
聞
ク
所

に
惑
フ
ー
書
陵
部
蔵
金
沢
光
庫
本
群
書
治
要
所
収
本
訓
点
）

『老
子
』
の

「多
則
惑
」
と
い
う
本
文
を
見
る
だ
け
で
は
、
関
連

の
言
句
が
あ
る
と
は
気
づ
か
な
い
が
、
注
文
に
極
め
て
近
い
文
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
似
る
注
は
他
に
も
あ
っ
て
、

身
興
貨
敦
多
　
（じ

財
多
則
害
身
也
”
（財
多
と
き
は
則
身
を

害
す
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
戒
第
四
十
四

金
玉
満
堂
莫
之
能
守
　
（じ

嗜
欲
傷
身
、
財
多
累
身

（嗜
欲
は

神
を
傷
ル
、
財
多
キ
ト
キ
ン
ハ
身
を
累

ハ
す
）

運
夷
第
九

こ
の
後
者
は
前
掲
の

『浮
世
物
語
』
の
典
拠
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、

そ
の
本
文
に
あ
る

「金
玉
」
は

『徒
然
草
』
第
三
十
八
段
に

「金
玉

の
か
ざ
り
も
」
と
あ
る
の
と
無
関
係
と
も
い
え
ず
、
前
者
は

『沙
石

集
』
『
わ
ら
ん
べ
草
』
例
の
前
半
に
相
当
す
る
。
後
者
の
句
の
上
に

「身
」
と
対
に
な
る

「名
」
に
つ
い
て

名
興
身
執
親

　
（じ

名
遂
則
身
退
也
。

と
あ
る
が
、
「
名
高
ケ
レ
バ
神
ヲ
害
ス
」
と
は
結
び
つ
か
な
い
。
但

し
、
「害
身
」
の
句
は
他
に
見
え
る
。

多
言
数
第

　
（じ

多
事
害
神
、
多
言
害
身
。　
　
　
虚
用
第
五

こ
の
と
は

『金
傍
集
』
『金
句
集
』
に
採
ら
れ
、
天
草
版

『
金
句

集
』
、
広
本
節
用
集
に
継
承
せ
ら
れ
て
い
る
。

老
子
経
日
　
多
言
害
レ
身
多
事
害
レ
神
。伊

達
家
本
金
句
集
、
慎
身
事

多
一百
ハ
身
ヲ
害
ス
。　
　
　
　
　
　
　
天
草
版
金
句
集
、　
一
九
九
則

『
金
句
集
』
に

「
老
子
経
」
と
あ

っ
て
も
、
『
天
草
版
金
句
集
の

研
究
』
に
は
ヽ
金
句
集
」
と
の
み
あ
り
、
詳
細
な
記
述
が
な
い
。
河

上
公
注
ま
で
は
探
索
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
、
『
老
子
』
に
あ
る
と
認

定
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
に
漢
籍
古
注
の
注

文
が
、
そ
の
本
体
の
文
言
で
あ
る
か
の
よ
う
に

一
人
立
ち
し
て
流
伝

す
る
適
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

「
財
多
け
れ
ば
」
に
戻
れ
ば
、
こ
れ
が
河
上
公
注
よ
り
出
て
い
る
こ

と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
右
の
諸
書
に
文
句
の
不

一
致
が
あ
る
の

- 4 9 -



は
、
河
上
公
注
自
体
に
類
義
の
注
が
い
く
つ
も
あ
り
、
そ
れ
ら
が
混

同
し
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
書
籍
を
離
れ
て
伝
え
ら
れ
る
間
に
変
化
す

る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
書
写
の
誤
り
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
天
草
版

に
も

「
シ
ッ
シ
」
と
い
う
厳
密
に
は
不
明
の
部
分
が
あ
っ
て
、
そ
う

い
う
文
は
ま
だ
見
出
し
て
い
な
い
。
「
惑
シ
」
が

「悉
ご

と
誤
ら
れ

た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。

『
徒
然
草
』
に
戻
れ
ば
、
「身
を
守
る
に
ま
と
し
」
が
、
河
上
公

注

「劇
於
守
身
」
か
ら
見
て
、
常
縁
本

「
ま
と
ふ
」
に
近
い
こ
と
明

ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
貧
の
意
で
あ
る

「
ま
ど
し
」
に

「
お
ろ
そ

か
だ
」
「
不
足
だ
」
と
い
う
第
二
義
を
諸
古
語
辞
典
が
立
て
て
い
る

が
、
そ
の
用
例
は
こ
の

『徒
然
草
』
の
例
に
限
ら
れ
て
い
る
。
高
校

教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
第
三
十
八
段
で
あ
る
か
ら
、

こ
の

「
ま
ど
し
」
を
除
外
す
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
い
こ
の
段
の

「
ま
ど
し
」
は

極
め
て
疑
間
の
あ
る
例
で
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

二

徒
然
草
三
十
八
段
に
は
、
「
金
は
山
に
捨
て
、
玉
は
測
に
投
ぐ
ベ

し
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
「
財
多
け
れ
ば
」
に
続
い
て
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
典
拠
と
し
て
、
『文
選
』
巻

一
、
班
孟
堅

「
東
都
賦
」
の

左
句
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

女
修
二
繊
維
一男
務
二
耕
私
一、
器
用
二
陶
鞄
一、
服
尚
二素
玄
一、

恥
二
繊
靡

一而
不
レ
服
、
賎
二
奇
麗

一而
不
レ
珍
、
摘
二
金
於
山
一、

沈
二
珠
於
渕
一。

都
の
繁
栄
か
ら
人
心
の
奢
像
に
流
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
皇
帝
が
節

倹
を
指
導
し
た
こ
と
を
叙
し
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
『
徒
然
草
』
の

論
述
に
合
い
、
典
拠
と
し
て
問
題
が
な
い
。
或
い
は
、
そ
の
李
善
注

に
引
く

『
荘
子
』
天
地
の

若
然
者
、
捐
二
金
於
山
一、
蔵
二珠
於
渕
一、
不
レ
利
二
貨
財
一、
不
レ

近
二貴
富
一。

「
君
子
」
に
つ
い
て
い
う
夫
子
の
言
も
ま
た
参
照
さ
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
第
三
十
八
段
の
他
の
言
句
に

『
文
選
』
の
引
用
が
あ
り
、
『
荘

子
』
ま
た
兼
好
の
座
右
の
書
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
、
そ
の
指
摘
は

正
当
な
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、河
上
公
注
に
も
見
え
る
こ
と
は
、

本
稿
の
論
旨
か
ら
も
、
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

不
貴
難
得
之
貨

　
（じ

言
人
君
不
御
好
弥
賓
、
黄
金
棄
於
山
、

珠
玉
捐
於
渕
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
民
第
三

こ
の
本
文

「
不
貴
難
得
之
貨
」
は
、
第
百
二
十
段

「唐
の
物
は
」

の

遠
き
物
を
宝
と
せ
ず
と
も
、
又
得
が
た
き
貨
を
た
う
と
ま
ず
と

も
、
文
に
も
侍
る
と
か
や

の
出
典
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
そ

の
と
に
見
る

「黄
金
棄
於
山
」
云
々
を
兼
好
が
知
ら
な
か

っ
た
と
は

言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
出
典
の

一
つ
と
し
て
指
摘
す
る
に
足
る
と
思

つゝ
。
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八
十
三
段

「竹
林
院
入
道
左
大
臣
殿
」
の
段
末
は
左
の
よ
う
で
あ

Ｚ
つ

。

元
龍
の
悔
あ
り
と
か
や
い
ふ
こ
と
侍
る
也
。
月
満
て
は
か
け
、

物

盛

に
し
て
は
衰
ふ
。
高
の
事
さ
き
の
つ
ま
り
た
る
は
、
破

に
ち
か
き
道
な
り
。

「
月
満
て
は
…
衰
ふ
」
の
典
拠
と
し
て
、
『
史
記
』
巻
七
九
、
沌

推
察
沢
伝
の
句
が
引
か
れ
て
い
る
。

語
日
、
日
中
則
移
、
月
満
則
庸
、
物
盛
則
衰
、
天
地
之
常
数

也
。

「
日
中
則
移
、
月
満
則
庸
」
は
、
『
周
易
』
下
経
豊
卦
の
句
で
、
「
周

易
」
と
し
て

『管
議
抄
』
六
に
採
ら
れ
て
い
る
。
『管
録
抄
』
六
に

は

「物
盛
則
衰
」
が
当
然
な
い
が
、
同
じ
く
金
言
集
の

『
明
文
抄
』

四
に
夫
月
満
即
庸
、
物
盛
則
衰
、
天
地
之

（以
下
欠
）

と
あ
る
の
は
、
「
天
地
之
」
か
ら
見
て
、
『
史
記
』
を
採

っ
た
も
の
で
、

兼
好
が

『
明
文
抄
』
に
拠

っ
た
可
能
性
は
確
か
に
高
く
、
直
接
に

『
史
記
』
か
ら
得
た
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ

も
ま
た
河
上
公
注
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
「
巧
成
名
遂
身
退
天
之

道
」
と
い
う
著
名
な
句
の
注

（運
夷
第
九
）
に

警
如
日
中
則
移
、
月
満
則
庸
、
物
盛
則
衰
、
衰
極
則
哀
。

と
あ
り
、
こ
れ
も
兼
好
は
見
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「物
盛
…
則

哀
」
は

『
玉
由
秘
抄
』
に

「
老
子
」
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
。
な

お
、
『
老
子
』
本
文
の

「
物
壮
則
老
…
」
（倹
武
第
一一一十
）
を
引
く
注

も
あ
る
が
、
関
連
は
薄
い
。

第
百
三
十
段

「物
に
あ
ら
そ
は
ず
」
の
冒
頭
の
文

物
に
あ
ら
そ
は
ず
、
己
を
江
げ
て
人
に
し
た
が
ひ
、
我
身
を
後

に
し
て
、
人
を
先
に
す
る
に
は
し
か
ず
。

に
つ
い
て

「
君
子
不
所
争
」
（論
語
八
僚
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
後
半
部
に
つ
い
て
は
河
上
公
注
に
ふ
さ
わ
し
い
文
が
あ
る
。

是
以
聖
人
後
其
身

　

（注
）
先
人
而
後
己
者
也
　
　
報
光
第
七

精
細
に
検
討
す
れ
ば
、
他
に
も
該
当
す
る
例
が
見
出
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
兼
好
が

『老
子
』
を
好
ん
だ
こ
と
は
、
第
十
三
段
の

文
は
文
選
の
あ
は
れ
な
る
巻
々
、白
氏
文
集
、老
子
の
こ
と
ば
、

南
華
の
篇
。

と
い
う
文
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
『
老
子
』
を
出
典
と
す
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
語
句
は
、
二

・
三
に
す
ぎ
な
い
。
『
文
選
』
の
多
さ
に

比
べ
て
格
段
の
差
が
あ
り
、
思
想
的
に
見
て
近
い
は
ず
に
し
て
は
不

審
な
こ
と
で
あ
る
。
第
三
十
八
段
の

智
恵
出
て
は
偽
あ
り
、
才
能
は
煩
悩
の
増
長
せ
る
也
。

こ
の
前
半
が
ち
智
恵
出
有
大
偽
」
（俗
薄
第
十
八
）
よ
り
出
て
い
る
の

は
明
瞭
な
例
で
あ
る
が
、
「
衣
食
尋
常
な
る
う

へ
に
、
ひ
が
こ
と
せ

ん
人
を
ぞ
、
ま
こ
と
の
盗
人
と
は
い
ふ
べ
き
」
（第
四
十
二
段
）
に
、

「
厭
飲
食
財
貨
有
鉄
、
是
謂
盗
李
、
非
道
哉
」
（益
護
第
五
十
一こ

を

持

っ
て
く
る
な
ど
、
な
お
試
み
る
べ
き
こ
と
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。と
の
文
に
至
っ
て
は
、な
お
詳
細
に
検
討
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

既
に
挙
げ
て
き
た
と
こ
ろ
を
、
『老
子
』
よ
り
兼
好
の
得
た
も
の
と

- 5 1 -



見
る
な
ら
ば
、
引
例
の
少
な
い
印
象
は
、
少
し
は
緩
和
さ
れ
る
か
と

思
う
。

『老
子
』
の
河
上
公
注
は
藤
原
佐
世
の

『
日
本
国
現
在
書
目
録
』

に
早
く
見
え
る
も
の
で
、
日
本
の
儒
家
で

『老
子
』
を
講
読
す
る
と

き
の
中
心
典
籍
と
な

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
訓
法
に
つ
い
て
は
小
林
芳

（３
）

規
博
士
に
詳
説
が
あ
り
、
伝
本
と
し
て
左
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。
（他
に
図
書
寮
本
類
乗
名
義
抄
に
所
収
の
古
訓
が
あ
る
）
１

・

２
は
近
年
影
印
本
が
公
刊
さ
れ
た
。

１
、
金
沢
文
庫
本
群
書
治
要
巻
三
十
四
所
収
老
子

２
、
梅
沢
彦
太
郎
氏
蔵
応
永
六
年
本
老
子

３
、
書
陵
部
蔵
老
子
経
至
徳
三
年
点
本

ま
た
、
西
崎
亨
著

『老
子
道
徳
経
古
紬
の
国
語
学
的
研
究
　
詳
文

篇
』

（私
版
、
昭
和
一ハ
十
三
年
四
月
）
は
右
三
本
の
訓
読
文
を
編
成
し

て
い
る
。

日
本
に
入
っ
て
き
た
『老
子
』
は
全
て
古
注
の
付
い
た
も
の
で
あ
っ

た
。
王
弼
と
も
右
目
録
に
載

っ
て
い
る
。
『老
子
』
の
理
解
は
、
注

文
の
理
解
を
通
し
て
な
さ
れ
、
訓
読
も
注
文
を

一
つ
の
拠
り
所
と
し

て
行

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
の
文
章
は
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
本
文
よ
り
は
平
易
で
詳
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
そ
こ
に
は
他
書
の
成
旬
、
注
文
な
ど
を
取
り
込
み
、
引

用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た

（既
引
例
に
、
『
易
経
』
を
含
む
も
の
が
あ

る
）
。
古
と
の
注
文
自
体
が
、　
一
つ
の
充
足
し
た
思
想
を
持
つ
文
と

し
て
自
立
し
、
或
い
は
記
憶
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
う
考
え
る
な
ら
ば
、
右
に
検
討
し
て
き
た

『老
子
道
徳
経
』

′河
上
公
注
を
兼
好
が

『徒
然
草
』
の
表
現
の
中
に
取
り
入
れ
た
と
す

る
私
見
は
、
無
理
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三

漢
籍
の
古
注
の
文
を
古
人
が
重
用
し
て
き
た
こ
と
は
、
『
論
語
』

『古
文
孝
経
』
の
受
容
を
調
べ
て
み
る
と
き
、
す
ぐ
に
見
出
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。

『論
語
』
に
関
し
て
言
え
ば
、
『平
治
物
語
』
『
平
家
物
語
』
な
ど

に
引
か
れ
る

「神
は
非
礼
を
事
け
ず
」
は

『論
語
集
解
』
八
傍
篇
の

何
晏
注
に

「芭
氏
日
」
と
し
て
出
る
も
の
で
あ
り
、　
・『玉
函
秘
抄
』

に
は
５４
句
の

『論
語
』
句
の
中
に
５
句
、
集
解
注
を
収
め
て
い
る
。

そ
の
一
つ

「祭
神
如
神
在
、
事
死
如
事
生
」
は
、
上
半
は
本
文
、
下

半
は
注
文
の
取
り
合
わ
せ
で
あ
る
。

『
玉
函
秘
抄
』
の

『孝
経
』
句
引
用
に
至
っ
て
は
、
上
巻
に
４４
句

ま
と
め
て
載
せ
る
中
に
３２
句
ま
で
孔
安
国
注
の
文
で
あ
る
。

『太
平
記
』
巻
三
十
四
、
畠
山
道
誓
上
洛
事
に

「
両
雄
ハ
必
争
フ
」

と
い
う
句
が
あ
る
。

思
ノ
外
二
世
ノ
中
閑
ナ
ル
ニ
付
テ
モ
、
両
雄
ハ
必
争
フ
ト
云
習

ナ
レ
バ
、
鎌
倉
ノ
左
馬
頭
殿
卜
宰
相
中
将
殿
ト
ノ
御
中
、
何
様

不
和
ナ
ル
事
出
来
ヌ
ト
、
人
皆
危
ミ
思
ヘ
リ
。

こ
れ
に

「
両
雄
不
二
倶
立
己

（史
記
、
湖
生
陸
買
列
伝
）
が
指
摘
さ
れ
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て
い
る
が
、

周
易
云
、
両
雄
必
争
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
句
集
、
帝
工
事

と
あ
る
。
『
金
榜
集
』
に
見
え
、
天
草
版

『
金
句
集
』
に
も
採
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
原
拠
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は

『易
経
』

上
経
乾
伝
第

一
坤
卦
の
王
弼
注
の
句
で
あ
る
。

『
尚
書
』

『
文
選
』
に
も
こ
の
現
象
が
見
え
、
『老
子
』
に
あ

っ

て
も
不
思
議
で
な
く
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
玉
函
秘
抄
』
に

「
物
盛
則
衰
、
楽
極
則
衰
」
（河
上
公
注
、
運
夷
第
九
）
が
あ

っ
た
。

さ
ら
に
同
書
に

功
成
事
立
名
述
補
、
遂
不
退
身
避
立
則
遇
二
於
害
毛
子

と
あ
る
の
も
　
河
上
公
注

（運
夷
第
九
）
で
あ

っ
た
が
、
出
所
を
単

に
「老
子
」
と
の
み
記
し
て
い
る
。
『孝
経
』
と
に
つ
い
て
は

「
注
」

を
示
す
こ
と
が
多
い
が
、
転
写
す
る
う
ち
に
消
え
る
こ
と
も
多
い
。

漢
籍
の
古
注
を
見
る
に
、
と
の
方
法
に
さ
ま
ざ
ま
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
難
語
の
簡
明
な
言
い
換
え
、
音
注
、
出
典
注
か
ら
、
大
意
を

述
べ
る
も
の
ま
で
あ
る
。
『
論
語
』
の
皇
侃
義
疏
は
集
解
を
大
き
く

発
展
さ
せ
、
数
倍
の
長
文
、
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
原
典
の
旬
の
意
義
解
釈
、
説
明
を
す
る
も
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
注
者
の
時
代
の
こ
と
ば
で
平
易
に
分
析
的
に
記
述
す
る

の
で
、
当
然
判
り
や
す
い
。
そ
の
中
に
、
注
文
の
み
取
り
出
し
て

も
、
十
分
に
す
ぐ
れ
た
内
容
の
あ
る
完
結
性
の
あ
る
文
が
あ
る
。
古

人
は
付
注
の
漢
籍
を
読
ん
だ
ば
あ
い
、
注
か
ら
本
文
に
入
る
こ
と
が

多
か

っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
注
の
文
章
も
そ
の
漢
籍
の
こ
と
ば
と
し

て
記
憶
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
注
者
は
す

ぐ
れ
た
中
国
の
儒
者
で
あ
り
、
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
る
。

日
本
の
古
典
籍
に
は
中
国
の
思
想
が
、
具
体
的
に
は
引
用
文
、
或

い
は
自
己
の
文
章
に
融
合
し
た
形
で
、
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
出
典
注
記
調
査
は
、
重
要
な
研
究
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
く

は
原
典
を
指
摘
す
る
こ
と
で
終
わ

っ
て
い
る
が
、
近
年
新
し
い
視
点

が
加
わ

っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
、
原
典
と
の
間
に
中
継
ぎ
を
す
る
資
料
群
が
あ

っ
て
、
日

本
の
著
者
は
そ
れ
に
よ

っ
て
知
識
を
得
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
金
言
集
で
あ
る

『
世
俗
諺
文
』
『
玉
函
秘
抄
』
『管
録

抄
』
『
明
文
抄
』
な
ど
が
注
意
さ
れ
、
そ
れ
で
、
こ
れ
ら
の
書
自
体

の
成
立
、
組
織
、
本
文
校
定
が
要
件
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
に
写
本
を
多
く
持
ち
、
本
文
の
異
同
は
多
い
。
ま
た
、
中
継
ぎ
に

な
り
、
知
識
を
供
給
し
た
も
の
は
金
言
集
に
限
ら
な
い
こ
と
言
う
ま

で
も
な
い
。

中
国
の
漢
籍
自
体
に
も
伝
流
の
間
に
数
多
い
変
化
を
持

っ
て
い
る

で
あ
ろ
う
こ
と
、
容
易
に
推
測
で
き
、
成
句
に
お
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
「
出
藍
」
の
語
を
め
ぐ

っ
て
、
私
も
考
え
て
み
た
こ
と
が
あ

（５
）

を
つ

。

こ
の
よ
う
な
漢
籍
と
日
本
の
書
籍
と
の
間
に
、
古
注
に
も
視
線
を

廷
ば
し
て
み
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
の
が
、
徒
然
草
の

「身
を
守
に

ま
ど
し
」
を
め
ぐ

っ
て
き
た

一
つ
の
考
え
で
あ
る
。

（奈
良
教
育
大
学
教
授
）
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注
（１
）

「
天
草
版
金
句
集
の
出
典
に
つ
い
て
」
翁
国
語
学
』
第

七

九

集
、　
一
九
六
九

，
一
二
。
『
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
と
国
語
研
究
』

（笠
間
書
院
、　
一
九
七
三
）
所
収
。

（２
）

天
草
版

『金
句
集
』
の
出
典
未
詳
句
の
左
の
句
も
、
河
上
公
注

（居
位
六
十
）
の
句
で
あ
る
が
、
天
草
版
が
い
か
な
る
書
を
経
由

し
て
収
載
し
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。

国
フ
治
ム
ル
ニ
煩
ワ
シ
キ
則

ン
バ
、
下
乱
ル
。
身
ヲ
治
ム
ル
ニ

煩
ワ
シ
キ
則
ン
バ
、
精
気
散
ジ
去
ル
。　
　
　
　
　
第
二
六
則

（３
）
　

「老
子
経
の
古
訓
法
」

『
漢
文
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』

第
四

章
第
五
項

（東
京
大
学
出
版
会
、　
一
九
六
七
）

（４
）

金
言
集
に
お
け
る
漢
籍
古
注
の
受
容
に
つ
い
て
、

「
広
本
節
用

集
態
芸
門
金
言
成
句
出
典
考
」
各
国
語
史
学

の
為
に
』
笠
間
書

院
、　
一
九
八
六
）
の
中
で
述
べ
て
お
い
た
。

（５
）
　

「中
世
語
雑
記

（第
三
ご

『
文
教
国
文
学
』
第
１６
号
、　
一
九
八

五

・
一
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